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宮崎県小林市 

 

仏語のような方言ムービー「ンダモシタン小林」で 

話題になった宮崎県小林市 

「日本版DMO」設立による観光ビジネス確立に着手 

 
 

 

宮崎県小林市（市長：肥後正弘）は、観光分野における地方創生実現のための切り札として、日本版 DMO

（＊１）「北霧島観光振興機構」を軸とした観光ビジネスの確立を目指します。そのため小林市では、地方創生

加速化交付金を活用してDMO設立にノウハウを持つ事業会社と「北霧島観光振興機構（DMO）推進支援事業」

（＊２）委託契約を締結。宮崎県内 9 市で初となります。小林市の「DMO」設立の特徴は、人材育成、プロモ

ーション、コミュニティ形成、特産品の新たな魅力創出などさまざまな角度からのアプローチにあります。 

それに伴うキックオフイベントとして、７月２日（土）～３日（日）に、市内外から 40 人以上の参加者を募って、

観光における地域の魅力や課題について意見を出し合うアイデアソン（＊３）企画「いなかソン in 小林」を開催

します。 

 

小林市におけるＤＭＯ設立に向け、契約を交わした事業会社は、総合人材サービス大手の株式会社パソナ

（本社：東京都千代田区、代表取締役社長COO 佐藤司）です。パソナは、小林市からＤＭＯ設立に係る業

務を受託し、“都市圏と北霧島地域をつなぐ”をコンセプトに、ICT を活用したテレワーク・クラウドソーシング等の新しい

技術も活用しつつ、各領域で専門的なノウハウや実績を有する下記の企業と連携し、地域と一体となった観光ビジネ

ス確立を目指します。 

・有限会社 地方創発計画（代表取締役 小平伸二） 

：国内におけるＤＭＯ設立実績を活かしたコンサルティング 

・株式会社 パソナ農援隊（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 田中康輔） 

：農業及び観光人材育成 

・株式会社 三越伊勢丹（本社：東京都新宿区、代表取締役社長執行役員 大西洋） 

：地域特産品の新たな魅力創出及びプロモーション支援 

・株式会社 NTT データ（本社：東京都江東区、代表取締役社長 岩本敏男） 

：都市圏と地方を結ぶテレワーク環境整備 

・株式会社 アイクリエイト（本社：東京都渋谷区、代表取締役 粟田あや） 

：観光振興企画立案支援 

・株式会社 電通パブリックリレーションズ（本社：東京都中央区、代表取締役社長 畔柳一典） 

：全般的なプロモーション支援と職員のプロモーションスキルアップ研修 

・株式会社 Wasei（本社：東京都台東区、代表取締役 鳥井弘文） 

：人を通して小林市の魅力をweb 上で発信 



また、地方創生に向けた取り組みの一環であることから、宮崎大学（学長 池ノ上克）を中心とした高等教育機

関との連携もより一層深めていきます。 

 

小林市は、急激な人口減少と高齢化を迎え、積極的な地域活性化策に着手しなければ、地域活力は急速に失

われていく状況にあります。そう遠くない将来である2030年には総人口が約39,000人（2016年6月現在現住

人口45,851 人）となり、現在より約 7,000 人の人口減少が見込まれています。急激な人口減少は、小林市が

長い年月をかけて培ってきた文化や歴史などのアイデンティティをも失わせることにつながりかねません。今回、小林市は

積極的な地域活性化策の一つとして、観光分野で日本版DMO を設立し、市内外の人材やノウハウを取り込み、

多様な関係者と連携することで、交流人口や集客の拡大、地場産業の維持発展を推進します。 

 

 DMO の優れた点は、多様な組織のかじ取り役になることはもちろんのこと、従来の観光組織ではなかなか機能しな

かった「データの収集、分析、効果計測」といったマネジメント部門の充実にあります。データ分析に裏打ちされた的確

な観光戦略を打ち出し、実行していくことこそ DMO組織の神髄と言えます。 

 

 小林市のDMO設立は、多種多様な業態の会社と連携し、プロモーション、マーケティング、コミュニティ形成、特産

品の新たな魅力創出等の観光ビジネス確立に直結するようなアプローチにより、組織形成と同時進行で地域資源の

ブラッシュアップも行っていくことに特徴を持ちます。同時進行することで、スピード感を持って、将来的に独自の旅行商

品の開発等につなげることができます。 

 

DMO設立後は、法人化を進め、戦略的な観光振興策を積極的に行っていくと共に、これまで実績を重ねてきたス

ポーツ合宿や農家民泊といった観光プログラムとの連携で、ブランド構築、観光プロモーション、インバウンド観光といっ

たこれまで小林市がなかなか実現できなかった観光像の実現を目指していきます。 

  

■「いなかソン in 小林」開催概要 

市内外からの参加者を募集しています。 

【開催日】 2016 年 7月 2日（土曜）13時 30 分～21 時 30 分※懇親会を含む 

7 月 3日（日曜） 9 時 00 分～16時 00分 

※原則 2 日間ともに参加が必要です。 

【参加費用】 3,500 円（2日間の参加費および懇親会費含む） 

イベント当日受付時にお支払いください。 

※小林市までの交通費、現地宿泊料、食事（除く土曜の懇親会）は含みません 

【開催場所】 小林中央公民館大集会室（〒886-0004 宮崎県小林市細野38番地 1） 

【参加者募集定員】40名（定員になり次第締め切り） 

【申し込み】     下記 Facebook イベントページ、もしくは電話にて事前にお申し込みください。 

https://www.facebook.com/events/1575440466083337/ 

小林市経済土木部商工観光課 TEL:0984-23-1174  

【お問い合わせ先】 小林市経済土木部商工観光課 TEL:0984-23-1174 

 

 

tel:0984-23-1174
tel:0984-23-1174


（＊1）日本版DMO 

ＤＭＯは「Destination Marketing/Management Organization」の略称。地域の「稼ぐ力」を引き出すとと

もに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係

者と協同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を

着実に実施するための調整機能を備えた法人のこと。（出典：観光庁HP） 

 

（＊２）「北霧島観光振興機構（DMO）推進支援事業」概要 

事業開始： 2016年 6月 23日（木） 

内  容： 観光振興機構（DMO）の設立に先立ち、観光振興による雇用創出や、基幹的産業であるおよび

関連する産業振興を推進し、地域経済の活性化を図るため、DMOの設立準備とあわせて、地域人

材のスキルアップ、魅力ある観光資源の再開発、プロモーション展開の強化等、以下 5 つの事業を一

体的に実施する 

1.地域人材育成研修事業（パソナ農援隊と連携） 

2.観光振興策企画事業（アイクリエイトと連携） 

3.地域特産商品魅力創出事業（三越伊勢丹と連携） 

4.テレワーク活用環境整備事業（NTT データと連携） 

5.コミュニティスペース運営支援事業 

 

（＊３）アイデアソン 

  「アイデアソン（Ideathon）」は、アイデア（Idea）とマラソン（Marathon）を掛け合わせた造語で、ある特定   

のテーマについて多様性のあるメンバーが集まり、対話を通じて、新たなアイデア創出やアクションプラン、ビジネスモデ 

ルの構築などを短期間で行うイベントのことを指しています。今回は、「いなかソン」と題し、市内外から参加者を募り、

対話の中から地域活性化につながるアイデアを導き出していきます。講師による講演なども予定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

 

小林市 経済土木部 商工観光課    担当：山中 

電話：0984-23-1174  Email：k_syoukan@city.kobayashi.lg.jp 

 


